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社

会

政

策

の
変

容

と

シ

テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

の
ゆ
く
え

亀
山

俊
朗

r

〈
要
旨

〉

本
論

で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会

政
策

に
お

い
て
、

T

・
H

・
マ
ー
シ

ャ
ル
が
定
義
す

る
よ
う

な
平
等
な

地
位
身
分

で
あ

る
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

、
と
り
わ
け
社
会

的
シ
テ

イ

ズ

ン
シ

ッ
プ
が
ど

の
よ
う

に
扱

わ
れ

て

い
る
か
を
検
討

し
、
社
会
政
策

に
お

け
る
平
等

の
あ
り

方
を
さ
ぐ

る
。
ま
ず
社
会

政
策
を

、
国
家
を
重
視
す

る
福
祉
国
家
政
策

、
市

場

を
重
視

す
る
新
自
由

主
義
政
策

、
市
民
社
会
を

重
視
す

る

「第

三

の
道
」
政
策

に
類

型

化
す

る
。
福

祉
国
家

政
策

に
お

い
て
は
国
家

が
社

会
的
サ

ー
ビ

ス
を
直
接
提
供
す

る
こ

と
に
よ
り

、
社
会
的

シ

テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

が
確

立
さ
れ
た
。
新
自

由
主
義
政
策

は
、
社

会
的

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
は
結
果

の
平
等

で
あ
り

、
機
会

の
平
等

を
阻
害
す

る
と
批
判

し
た
。

「第

三
の
道
」

政
策

は
、
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者
を
多

元
化

し
よ
う
と
す

る

の
で
、
福
祉

国
家
的

な
社

会
的

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

は
解
体
す

る
か
も

し
れ
な

い
。
社

会

的
サ

ー
ビ

ス
を
市
民
社

会

の
諸

ア

ソ
シ

エ
ー

シ

ョ
ン
に
よ
り
提
供
す

る
よ
う

に
な
れ

ば

、
属
し

て

い
る
組
織

に
よ
り
格
差

が
生
ま
れ

る
か
ら
だ

。
社
会
的

サ
ー
ビ

ス
の
提
供

者
を
多

元
化

し
な
が
ら
も
、
社
会
的

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
を
解
体
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、

個

々
人
に
市
場

や
諸

組
織

に
参
加
す

る
た

め

の
資
金
を
給

付
す
る
、
国
家

に
よ
る

べ
i

シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ

ム
給
付

の
よ
う

な
政
策

が
必
要

に
な

る
。
社

会
的

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ

プ

の
基
盤
は
、
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者

が
多
様
化
す

る
の
に
伴

い
多
元
化
す

る
が
、

国
民

国
家
の
社
会
的

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
を
保
持

し
よ
う
ど
す

る
な
ら
ば

、
国
家
は
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
者

の
役
割
だ

け
で
な
く
、
財

の
再

分
配
機
能
と

い
う

独
特

の
機

能
を
持

ち

つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

キ
L
ワ
ー
ド

福
祉
国
家

新
自
由
主
義

「第
三

の
道
」

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
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社
会
政
策
の
三
類
型
と

「
平
等
」

本
論
は
、
様

々
な
社
会
政
策
に
お
い
て
、
平
等

の
原
理
で
あ
る
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
、
と
く
に
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

の
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
社
会
政
策
に
お
け
る
平
等
性
の
あ
り
か
た

を
明
ら
か
に
し
た

い
。

ま
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
政
策
を
、・
次
の
三
つ
に
類
型
化
す
る
。

第

一
に
、
「福
祉
国
家
」
政
策
で
あ

る
。
こ
の
社
会
政
策
の
重
点
は

「国
家
」
に

あ
る
。
第
二
に
、
「新
自
由
主
義
」
政
策
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
、
あ
る
意
味
で

社
会
政
策
を
否
定
す
る
。
か
わ
っ
て
、
「市
場
」
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
。
第
三

に
、
「第
三
の
道
」
政
策

で
あ
る
。
こ
の
政
策
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
「市
民
社

会
」
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・
N
P
O

(非
営
利
民
間
組
織
)
な
ど

の

役
割
が
強
調
さ
れ
る
。

以
上
の
三
つ
の
類
型
に
つ
い
て
、
順
次
説
明
を
加
え
た
い
。
主
に
戦
後
イ
ギ

リ
ス
の
政
策
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
具
体
的
な

社
会
政
策
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
右

記
の
三
類
型
が
時
期
ご
と
に
見
え

や
す
く
展
開
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
例
が
類

型
を
補
強
す
る
と
考
え
、
そ
れ
ら
を
用
い
る
。

第

一
の

「福
祉
国
家
」
政
策
か
ら
見
て
い
こ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
福
祉

国
家
政
策
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
べ
ヴ

ァ
リ
ッ
ジ
報
告
に
よ

っ
て
そ
の
概

要
が
示
さ
れ
、
戦
後
の
労
働
党
内
閣
に
よ

っ
て
旦
ハ体
化
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
福

祉
国
家
構
想

の
理
論
的
根
拠
は
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
で
あ

っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
理
論

は
べ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
に
よ

っ
て
政
策
化
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
側
世
界
、

の
新
秩
序
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
修
正
資
本
主
義

(混
合
経
済
)
を
西
側
各
国
は

目
指
す
こ
と
に
な
る
。
完
全
雇
用
が
掲
げ
ら
れ
、
重
要
産
業

の
国
有
化
、
社
会

保
障
の
拡
充
が
打
ち
出
さ
れ
、
東
西
冷
戦
下
に
お
け
る
社
会

王
義
諸
国

へ
の
対

抗
上
か
ら
も
、
国
家
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る
。
そ
の
も
と
で
、
国
家
、
大
企

業
、
大
労
働
組
合
に
よ
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
形
成
ざ
れ
た

(右
田

二
〇

〇

一
)。

第
二
の

「新
自
由
主
義
」
政
策
は
、

一
九
七
〇
年
代
、
高
度
経
済
戒
長
が
行

き
詰
ま
る
と
と
も
に
力
を
持
ち
始
め
た
。
福
祉
国
家
政
策
が
ケ
イ
ン
ズ
理
論
を

根
拠
と
し
た
の
に
対
し
、
新
自
由
主
義
政
策
が
根
拠
と
し
た
の
は
フ
リ
ー
ド

マ

.
ン
ら
の
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
で
あ

っ
た
。
フ
リ
ー
ド

マ
ン
は
、
国
家
の
役
割
を
後
退

さ
せ
、
市
場
原
理
を
優
先
さ
せ
る
規
制
緩
和
と
民
営
化
を
主
張
し
た
。
福
祉
は

家
族
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

・
セ
ク
タ
ー
に
よ

っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る

(閃
二
⑦住
ヨ
9
p

一
九
八
○
)。
イ
ギ
リ
ス
で
は

一
九
七
九
年
に
サ
ッ
チ
ャ
i

政
権
が
発
足
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
社
会
政
策
や
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
的
な
福
祉
国
家

理
念

へ
の
決
別
が
告
げ
ら
れ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
は
社
会
福
祉
分
野
だ
け
で

な
く
、
住
宅

・
教
育

・
産
業

・
労
働
組
合

・
行
財
政
な
ど
の
諸
政
策
に
お
よ
び
、

一
九
八
○
年
代
以
降
の
先
進
資
本
主
義
国
に
お
け
る
福
祉
国
家
見
直
し
政
策
の

先
鞭
を

つ
け
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
市
場
重
視
の
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
、
公
共
選
・

択
論
を
理
論
的
根
拠
と
し
な
が
ら
、
自
由
主
義

・
個
人
主
義

・
公
共
部
門
の
削

減
を
掲
げ
、
国
営
企
業

の
民
営
化
、
労
働
組
合
改
革
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
改
革
、

行
財
政
改
革
な
ど
を
実
施
、
福
祉
国
家
を
堺
体
な
い
し
縮
小
さ
せ
、
競
争
社
会

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
炉
う

「シ

ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
反
革
命
」
を
企
て
た
。
国
家
と

252



「
利
益
団
体
と
の
協
議

・
合
意
を
形
成

し
て
き
た
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
も
攻
撃
対

象
と
な
っ
た

(毛
利

一
九
九
〇
、
森
嶋

一
九
八
八
)。

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
福
祉
国
家
縮
小
政
策
の
も
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ボ
ラ

ン
タ
リ
ズ

ム
の
強
化
を
左
右
両
派
が
課
題
と
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
保
守
党
政
権
の
市
場
重
視
の
新
自
由
主
義
政
策
が
行
き
詰
ま
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
市
民
社
会
の
諸
組
織
を
重
視
す
る

「第
三
の
道
」

政
策
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

「第
三
の
道
」
は
、

一
九
九
七
年

に
成
立
し
た
イ
ギ
リ
ス

・
ブ
レ
ア
労
働
党

政
権
の
標
語
で
あ
り
、
ブ
レ
ア
政
権

の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
ア
ン
ソ
ニ
i

・
ギ
デ

.

ン
ズ
の
著
書
名
で
も
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
、
国
家

・
市
.

場
に
加
え
市
民
社
会

の
諸
組
織
を
重
視
す
る
社
会
政
策
を
総
称
し
た
も
の
と
し

て
用
い
る
q
ブ
レ
ア
や
そ
の
ブ
レ
ー

ン
は
、
旧
来
の
労
働
党
の
政
策
も
、
サ

ッ

チ
ャ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
保
守
党

の
政
策
も
、
現
状
に
対
応
で
き
な

い
と
主
張
す

る
。
国
家
や
市
場
の
役
割
は
否
定
さ

れ
る
こ
と
は
な

い
が
、
自
由
市
場
が
万
能

で
あ
る
と
は
考
え
な

い
し
、
「大
き

な
国
家
」
に
も
否
定
的
で
あ
る
。
福
祉
を
、

新
自
由
主
義
政
策
の
よ
う
に
個
人
や
家
族
の
責
任
に
帰
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、

旧
来

の
社
会
主
義
者
の
よ
う
に
国
家
を
拡
充
す
る
こ
と
が
解
決
で
あ
る
と
も
考

え
な
い
。
そ
の
政
策
に
お
い
て
、
市
場
や
国
家
と
並
ん
で
重
視
さ
れ
る
の
が
、

市
民
社
会

の
諸
組
織

で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
・
N
P
O
、
N
G
O

(非

政
府
組
織
)
な
ど
が
公
的
な
任
務
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
「ア
ク
テ
ィ
ヴ
な

市
民
社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
が
提
起
さ
れ
る
。
市
民
社
会
で
相
互
扶
助
な
ど
の

活
動
が
行
わ
れ
、
政
府
は
そ
の
条
件

づ
く
り
を
す
る
、
と
い
っ
た
協
力
関
係
が

目
指
さ
れ
る

(9
&
Φ
諺

一Φ
り
。。)
。
こ
う
し
た
国
家
で
も
市
場
で
も
な
い
市
民

社
会
の
領
域
を
社
会
政
策
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
各
国
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。

以
上
、
社
会
政
策
の
重
点
の
お
き
方
に
よ

っ
て
、
①
福
祉
国
家

(国
家
を
重

視
)、
②
新
自
由
主
義

(市
場
を
重
視
)、
③

「第
三
の
道
」
(市
民
社
会
を
重
視
)

と
い
う
三
つ
の
政
策
の
類
型
を
設
定
し
た
。
次
に
、
近
代

の
社
会
政
策
が
規
範

的
目
標
の
ひ
と

つ
と
し
て
き
た

「普
遍
的
な
平
等
」

の
達
成
に
関
し
て
、
こ
の

三
つ
の
政
策
類
型
が
持

つ
積
極
面
と
消
極
面
を
見
て
い
き
た
い
。

第

一
に
、
福
祉
国
家
政
策
に
お
い
て
は
、
「国
民
」
と
し
て
の
平
等
性
が
重
視

さ
れ
た
。
ベ
ヴ

ァ
リ

ッ
ジ
報
告
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
総
力
戦
に
耐
え
た
代

償
と
し
て
、
連
合
国
民
の
す
べ
て
に

-
身
分
や
階
級
に
か
か
わ
り
な
く

-
保
証

さ
れ
る
福
祉
の
水
準
を
示
す
も

の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
。
大
戦
後

の
高
度
成

長
期
を
背
景
に
、
先
進
諸
国
の
国
民
に
億
、

一
定
程
度
の
水
準
の
福
祉
が
普
遍

化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
政
策
の
積
極
面
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は

成
人
男
性
、
し
か
も
正
規
雇
用
の
勤
労
者
で
あ
る
男
性
を
国
民
の
雛
型
と
し
た

平
等
で
あ
り
、
普
遍
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
勤
労
者
で
は
な
い
女
性
、
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
は
、
そ
の
雛
型
か
ら
は
外
れ
る
。
ま
た
、
当
該
国
の
国
民
の
資
格

を
持
た
な
い
居
住
者
の
権
利
は
、
著
し
く
制
限
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
福
祉
国
家

の
消
極
面
は
、
現
在
、
多
く
の
論
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
に
、
新
自
由
主
義
政
策
に
お
い
て
は
、
個
人
の
市
場
で
の
.平
等
が
重
視

さ
れ
た
。
規
制
緩
和
に
よ

っ
て
、
例
え
ば
女
性
の
職
場
進
出
が
容
易
に
な
る
と

い
っ
光
、
労
働
市
場
で
の
平
等
化
が
進
む
、
と
い
う
積
極
的
な
側
面
が
あ

っ
た
。

t
か
し
、
新
自
由
主
義
は
、
福
祉
国
家
政
策
が
目
指
し
た
よ
う
な
平
等
と
い
う

規
範

に
対
し
て
は
、
概
し
て
攻
撃
的
で
あ

っ
た
。
新
自
由
主
義
者
は
言
う
。
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「
『結
果
の
平
等
一
と
い
う
意
味
に
お
け
る
平
等
を
自
由
よ
り
も
強
調
す
る
社
会

は
、「
最
終
的
に
は
平
等
も
自
由
も

達
成
す
る
こ
と
な
し
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
」

(閃
二
Φ
q
ヨ
譽

一
九
八
○
、
.二
三
七
頁
)。
「結
果
の
平
等
」
は
否
定
さ
れ
、
平

等
と
は

「機
会
の
平
等
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
が
、
各
人
の
持

つ
様
々
な
資
源

に
格
差
が
あ
る
も
と
で
、
新
自
由

主
義

の
い
う
よ
う
な

「機
会
の
平
等
」
が
得

ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
馬
常
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
き
た
。

「第
三
の
道
」
.政
策
に
お

い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
N
P
O
な
ど

の
諸
組
織
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
国
家
に
お

い
て
排
除
さ
れ
て
き

た
と
さ
れ
る
人
々

-
正
規
雇
用
さ

れ
て
い
な

い
女
性
、
高
齢
者
、
子
供
、
障
害

者
な
ど

・
が
包
摂
さ
れ
、
福
祉
の
普
遍
性
は
福
祉
国
家
政
策
に
比
べ
向
上
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
相
互
扶
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
企
業
に
勤
め
て
い
な

い
人

々
に
も
福
祉
の
手
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
積
極
面
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
t
、
福
祉
国
家
に
お
い
て
は
国
民
国
家
の

枠
内
で
あ
れ
曲
が
り
な
り
に
も
普
遍
的
で
あ

っ
た
福
祉
の
水
準
が
、
身
を
置
く

コ
・、丶
ユ
ニ
テ
ィ
や
所
属
す
る
N
P
O
な
ど
に
よ

っ
て
個
別
的
に
な
り
、
格
差
が

生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
勤
労
成
人
男
性
以
外
を
包
摂
す
る
と

い
っ
て

も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
福

祉
提
供
が
無
償

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
主
に
女

性
に
よ
る

,
に
頼
る
心

の
に
な
る
な
ら
ば
、
以
前
か
ら
無
償
労
働
で
あ

っ
た
女

性
の
再
生
産
労
働

-
家
事
、
育
児

、
介
護
な
ど

-
は
、
無
償
の
ま
ま
組
織
化
さ

れ
る
ζ
と
に
な
り
、
男
性
と
女
性

の
格
差
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
類
型
は
各
々
、
「普
遍
的
な
平
等
」
達
成
に
対
し
て
、

積
極
的
な
面
と
消
極
的
な
面
を
持

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
次
の
よ
う

な
問
題
を
設
定
す
る
。

①

「第
三
の
道
」
政
策
は
、
「普
遍
的
平
等
」
達
成
に
お
い
て
、
他
の
二
つ
の

政
策

-
と
く
に

「普
遍
的
平
等
」
を
規
範
的
目
標
と
し
た
福
祉
国
家
政
策
の
積

極
面
を
引
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
②

」「第
三
の
道
」

政
策
は
、
「普
遍
的
な
平
等
」
達
成
に
関
す
る
他
の
二
つ
の
政
策
の
消
極
面
を
克

服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
論
で
は
シ
テ
そ
ズ
ン
シ
ッ
プ

と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
は
、
、福
祉
国
家
政
策
を
支
え

た
代
表
的
な
理
論
家
の

一
人
で
あ
る
T

・
H

・
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ

っ
て
次
の
よ

う
に
定
義
さ
れ
て
い
た
。
「あ
る
共
同
社
会

(四
〇〇
ヨ
ヨ
⊆
巳
蔓
)
の
完
全
な
成
員

で
あ
る
人
々
に
与
え
ら
れ
た
地
位
身
分

(◎。一⇔
け⊆
の)
で
あ
る
。
」
「こ
の
地
位
身

分
を
持

っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
び
と
は
、
そ
の
地
位
身
分
に
付
与
さ
れ
た
権
利

と
義
務
に
お
い
で
平
等
で
あ
る
」

(ζ
贄
ω9
=

一
九
九
三
、
三
七
頁
)。
こ
う

.

し
た
平
等
の
概
念
で
あ
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
が
、
福
祉
国
家
政
策
以

来
の
社
会
政
策
に
お
け
る
平
等
達
成
の
あ
ら
わ
れ
と
考

尺
ら
れ
て
き
た
。
シ
テ

ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
を
用
い
な
が
ら
、
右
の
二
つ
の
問
を
よ
り
具
体
的
に
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①

「第
三
の
道
」
政
策
の
い
う
よ
う
に
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
社
会
の

諸
組
織
が
担
う
よ
う

に
な
る
と
し
た
ら
、
福
祉
国
家
政
策
に
あ

っ
た
福
祉
の

「普
遍
的
な
平
等
」
の
水
準
が
、
属
す
る
組
織
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
に
な
り
、

不
平
等
に
な
ら
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
国
民
国
家
の
枠
内
で
あ
れ
保
証
さ
れ
て

い
た
福
祉
国
家
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
、
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

②
福
祉
国
家
政
策
に
お
け
る
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
限
界

(「勤
労
す
る
男
性
」
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「国
民
」
以
外
の
排
除
)
や
、
新
自
由
主
義
政
策
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

の
弱
体
化

(市
場
化
に
よ
る
不
平
等
)
は
、
「第
三
の
道
」
政
策
に
お
い
て
は
克

服
さ
れ
る
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

こ
う
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
観
点
か

ら
、
社
会
政
策
の
三
類
型
を
再
検
討
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
概
念

の
持

つ
意
味
を
、
次
節
で
考
え
た
い
。

二

社
会
的
権

利
と
市

民
的

権
利

-
T

・
H

・
マ
ー
シ

ャ
ル

の
シ

テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

論

-

T

.
H

.
マ
ー
シ
ャ
ル
は
郎
現
代

の
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
古
典
的
著
作

で
あ
る

『
シ
テ
イ
ズ

ン
シ
ッ
プ
七
社
会
的
階
級
』
に
お
い
て
、
前
節
末
尾
に
述

べ
た
よ
う
に
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
定
義
し
た
。
ま
た
彼
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
を
三
要
素
に
分
類
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
の
市
民
的
要
素
、
政
治
的
要
素
、
社
会
的
要
素
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
市
民
的
要
素
と
は
、
「個
人
の
自
由
の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
諸
権
利
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
身
の
自
由
、
言
論

・

思
想

.
信
条
の
自
由
、
財
産
を
所
有

し
正
当
な
契
約
を
結
ぶ
権
利
、
裁
判
に
訴

え
る
権
利
で
あ
る
」
。
市
民
的
権
利
と

「最
も
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
制
度
は

法
廷
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「裁
判

に
訴
え
る
権
利
は
、
他
者
と
と
も
に
平
等

に
保
有
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
諸
権
利
を
、
正
当
な
法
的
手
続
き
に
従

っ
て
擁
護

し
主
張
す
る
と
い
う
権
利
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
次
に

「政
治
的
要
素
と
は
、
政
治

的
権
威
を
認
め
ら
れ
た
団
体
の
成
員
と
し
て
、」
あ
る
い
は
そ
う
し
た
団
体

の
成

員
を
選
挙
す
る
も
の
と
し
て
、
政
治
角
権
力
の
行
使
に
参
加
す
る
権
利
」
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「こ
の
権
利
に
対
応
す
る
制
度
越
議
院
お
よ
び
地
方
議
会
で
あ
る
」。

最
後
に
、
「社
会
的
要
素
と
は
、
経
済
的
福
祉
と
安
全
の
最
小
限
を
請
求
す
る
権

利
に
姶
ま

っ
て
、
社
会
的
財
産
を
完
全
に
分
か
ち
合
う
権
利
や
、
、社
会
の
標
準

的
な
水
準
に
照
ら
し
て
文
明
市
民
と
し
て
の
生
活
を
送
る
権
利
に
至
る
ま
で
の
、

広
範
囲
の
諸
権
利
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
と
最
も
密
接
に
結
び

つ
い

て
い
る
制
度
は
、
教
育
シ
ス
テ
ム
と
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
」

(ζ
輿
の冨

=

一
九
九
三
、

一
五

-
十
六
頁
)。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
、プ
が
こ
れ

ら
三
つ
の
要
素
に
歴
史
的
に
分
化
し
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
「三
者
の
問
の

分
離
は
ま

っ
た
く
完
璧
だ

っ
た
の
で
、
各

々
の
権
利
の
形
成
期
を
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
世
紀
に
ふ
り
当
て
る
こ
ど
は
、
歴
史
的
正
確
さ
を
そ
れ
ほ
ど
犠
牲
に
す
る

こ
と
な
く
し
て
可
能
で
あ
る

-
す
な
わ
ち
市
民
的
権
利
は

一
八
世
紀
に
、
政
治

的
権
利
は

一
九
世
紀
に
、
社
会
的
権
利
は
二
〇
世
紀
に
ふ
り
当
て
る
こ
と
が
で

き
る
」

(前
掲
書
、

一
九
頁
)。

こ
う
し
た
明
確
な
磊
述
の
た
め
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
議
論
は
進
化
論
的
で
あ
る
、

あ
る
い
な
イ
ギ
リ
ス

(西
欧
Y
中
心
主
義
で
あ
る
、
と
評
さ
れ
が
ぢ
で
あ
る
。

例
え
ば
ギ
デ
ン
ズ
は
、

マ
ー
シ
ャ
ル
は
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
が
歴
史
的
に
現
れ

て
き
た
と
す
る
進
化
論
的
観
点
に
立

っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
ギ
デ
ン
ズ
は
ま

た
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
権
利
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
う
よ
う
な
単

一
で
同
質

な
も
の
で
は
な
く
、
自
由
主
義
的
な
権
利
は
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー
の
闘
争
の
産
物

で
あ
り
、
社
会
主
義
や
労
働
者
階
級
の
活
動
に
よ

っ
て
発
達
し
た
福
祉

へ
の
要

求
と
は
比
較
で
き
な
い
、
と
も
述
べ
て
い
る

(∩
嵩α
α
Φ昌
ω

一り◎oN
)。

確
か
に
、
『シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
社
会
的
階
級
』
に
お
け
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の

社会政策の変容とシティズンシップのゆくえ255



シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
に
は
、
進
化
論
的
と
思
わ
れ
る
側
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
諸
権
利
を
単

一
で
同
質
な
も

の
と
捉
え

て
い
た
と
は
、

必
ず
し
も
思
わ
れ
な
い
。
同
書
で
は
同
時
に
、
諸
権
利
間
の
葛
藤
、
と
り
わ
け

・

社
会
的
権
利
と
市
民
的
権
利
の
緊
張

関
係
が
強
調
さ
れ
て
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在

マ
ー
シ
ャ
ル
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
を
読
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
三
要

素
に
分
化
し
た
と

い
う
議
論
は
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
諸
権
利
間
の
葛
藤
を
描

い
た
部
分
に
注
目
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
本
論
で
は
考
え
る
。
そ
幽
理
由

は
、
以
下
の
よ
う
に

『
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
と
社
会
的
階
級
』
に
お
け
る
社
会

的
権
利
と
市
民
的
権
利
の
関
係
を
整

理
し
て
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

三
要
素
の
分
化
過
程
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
明
確
で
あ

っ
た

マ

ー
シ
ャ
ル
の
議
論
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
に
続
け
て
、
三
者
の
成
立
過
程
を
歴
史

的
事
実
に
沿

っ
て
具
体
的
に
叙
述
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
彼
の
議
論
は
複
雑
に

な

っ
て
い
く
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
市
民
的
権
利
の
上
に
政
治
的
権
利
が
加
え
ら

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
社
会
的
権
利
が
加
え
ら
れ
た
、
と
単
線
的
に
述
べ
そ

い
る

わ
け
で
は
な
い
。
「諸
制
度
が
融
合

し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
諸
権
利
も
ま
た
混
合

し
て
い
た
」

(ζ
奚
ω冨

=

一
九
九

三
、

一
六
頁
)
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
分
化

し
て
い
っ
た
、
と

い
う

の
だ
。
社
会
的
権
利
は
二
〇
世
紀
に
な

っ
て
は
じ
め
て

現
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
十
八
世
紀
以
前
に
は
、
市
民
的
権
利
や
政
治
的
権
利

.と
渾
然

一「体
と
な

っ
て
存
在
し
て

い
た
の
が
、
二
〇
世
紀
に
な

っ
て
は

っ
き
り

と
分
化
し
て
い
っ
た
、
と

い
う

の
が
マ
ー
シ
ャ
ル
の
見
解
で
あ
る
。
社
会
的
権

利
と
市
民
的
権
利
の
緊
張
的
な
関
係
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

社
会
的
権
利
の
も
と
も
と
の
源
泉
は
、
地
方
共
同
体
や
職
能
組
織
の
成
員

資
格
で
あ

っ
た
。
こ
の
源
泉
は
、
全
国
的
に
構
想
さ
れ
地
方
に
お
い
て
管
理

さ
れ
て
い
た
救
貧
法
や
賃
金
規
制
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
補
完
さ
れ
、
次
第

に
お
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
後
者
の
賃
金
規
制
の
シ
ス
テ
ム
は
十
八
世
紀
に

急
速
に
衰
退
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
産
業
上
の
変
動
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
行
政
的
に
不
可
能
に
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
次

の
よ
う
な
理
由
に
も
起
因
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済

的
領
域
に
お
け
る
市
民
的
権
利
の
新
し
い
観
念
と
両
立
し
な
か

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
新
し
い
観
念
は
、
自
分
が
結
ん
だ
契
約
に
も
と
つ
い
て
自
分
が

希
望
す
る
場
所
で
自
分
が
希
望
す
る
仕
事
に
つ
く
権
利
を
強
調
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。
賃
金
規
制
は
、
雇
用
に
関
す
る
自
由
な
契
約
と
い
う
こ
の
個
人
主

義
的
原
理
に
抵
触
し
た
の
で
あ
る

(前
掲
書
、
二
七

-
二
八
頁
)。

し
か
し
な
が
ら
ま
さ
し
く

一
入
世
紀
の
終
わ
り
に
、
古
い
も
の
と
新
し
い

も
の
と
の
あ
い
だ
の
最
後
の
闘
争
が
、
す
な
わ
ち
計
画
さ
れ
た

(な
い
し
パ

タ
ー
ン
化
さ
れ
た
)
社
会
と
競
争
的
な
経
済
と
の
あ

い
だ
の
最
後
の
闘
争
が

起
こ
っ
た
。
こ
の
争

い
の
な
か
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
自
己
分
裂
を
起

こ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
権
利
は
古

い
も
の
に
味
方
し
、
市
民
的
権
利

は
新
し
い
も
の
に
味
方
し
た
の
で
あ

っ
た

(前
掲
書
、
二
九
頁
)
。

市
民
的
権
利
が
発
達
し
た
後
に
社
会
的
権
利
が
発
達
し
た
、
と

い
っ
た
単
線

的
な
進
化
論
的
立
場
を

マ
ー
シ
ャ
ル
が
と

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ

う
し
た
記
述
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
こ
こ
で
は
シ
テ
ィ
ズ
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ン
シ
ッ
プ
の
単

一
性
よ
り
も
、
社
会
的
権
利
と
市
民
的
権
利
の
葛
藤
的
な
性
格

に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

一
八
世
紀
の
終
わ
り
、
社
会
的
権
利
は
地
方
共
同
体

や
職
能
組
織
の
成
員
資
格
と

い
う
古

い
秩
序
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
市
民
的
権
利

の
経
済

的
領
域
に
お
け
る
基
本
的
要
素
は
、
職
業
選

択
の
自
由
、
移
動
の
自
由
の
権
利

で
あ
り
、
古

い
秩
序
や
身
分
か
ら
解
放
さ
れ

た
市
民
の
権
利
で
あ

っ
た
。

一
八
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
は
、
資
本
主

義
の
勃
興
に
伴

い
、
古

い
秩
序
や
身
分
に
伴
う
社
会
的
権
利
が
衰
退
し
、
自
由

な
契
約
を
結
ぶ
市
民
的
権
利
が
発
達

し
た
の
で
あ
る
。

=
ハ
〇

一
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
の
よ
う
な
法
的
制
度
も
、
「経
済
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
の

一
つ
の
項
目
」

で
は
あ

っ
た
が
、
「こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一

般
的
な
目
的
は
、
新
し

い
社
会
秩
序
を
創
設
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
本
質
的

な
変
化
を
最
小
限
に
と
ど
め
な
が
ら
既
存

の
秩
序
を
保
持
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
」

(前
掲
書
、
二
八
頁
V
。

一
七
九
五
年

の
ス
ピ
ー
ナ
ラ
ム
救
貧
制
度
は
、
「働
く
権

利
な
い
し
生
計
維
持
の
権
利
と
結
び

つ
い
た
最
低
賃
金
と
家
族
手
当

の
保
証
」

と

い
う
、
現
代
的
な
基
準
を
も

っ
て
し
て
も

「社
会
的
権
利
の
実
質
的
な
内
実
」

(前
掲
書
、
二
九
頁
)
と
思
わ
れ
る
内
容
を
提
供
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
試

み
は
古

い
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
失
敗
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
コ

入
四
三
年
の
改
正
法
に
お
い
て
、
救
貧
法
は
、
賃
金
体
系
の
領
域
に

侵
入
し
た
り
、
自
由
な
市
場
の
諸
力
に
干
渉
し
た
り
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
求
を
放

棄
し
た
」

(前
掲
書
、
三
〇
頁
)
。
こ
う
し
て
こ
の
時
期
、
社
会
的
権
利
は
シ
テ

イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と

い
う
地
位
身
分

か
ら
分
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
議
論
を
、
単
に
進
化
論
的
と
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

社
会
的
権
利
と
市
民
的
権
利
の
葛
藤
は
、
き
わ
め
て
今
日
的
な
問
題
で
も
あ

る
。
地
方
共
同
体
に
結
び

つ
い
た
社
会
的
権
利
と
レ
自
由
な
契
約
と

い
う
市
民

的
権
利
が
対
立
し
、
後
者
が
勝
利
し
て
い
く
過
程
は
、
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

水
準
で
再
演
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
福
祉
国
家

(国
民

国
家
)
に
結
び
つ
い
た
社
会
的
権
利
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
に
基
づ

い

た
市
民
的
権
利
と
対
立
し
、
後
者
が
優
位
に
立
ち

つ
つ
あ
る
、
と

い
う
見
方
で

あ
る
。
福
祉
国
家
の
基
盤
で
あ

っ
た
安
定
的
な
完
全
雇
用
が
崩
壊
し
、
雇
用
は

国
民
国
家
と
い
う

「地
方
共
同
体
」
の
問
題
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場

の
動
向
に
直
結
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
自
由
な
契
約
を
結
ぶ
権
利
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
レ
ベ
ル
で
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
福
祉
国
家
の
国
民
の

地
位
身
分
と
し
て
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
、
福
祉
な
ど
の
社

会
的
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
を
受
け
る
権
利
も
、
規
制
緩
和
と
自
由
化
の
波
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も

一
八
世
紀
末
の
よ
う
に
、
固
定
さ
れ
た
身
分
か
ら
自

由
な
契
約

へ
、
社
会
的
権
利
か
ら
市
民
的
権
利
へ
、
と
い
う
流
れ
が
現
在
起
こ

つ
て
い
る
と
も
考

尺
ら
れ
る
。
マ
∴
シ
ャ
ル
を
進
化
論
的
な
視
点
か
ら
見
る
こ

と
を
や
め
れ
ば
、
現
在
に
も
適
応
可
能
な
、
社
会
的
権
利
と
市
民
的
権
利
の
対

立
の
問
題
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
議
論
を
、

一
八

-
一
九
世
紀
の
段
階
ま
で
し
か
見
て
い
な

い
。

い
っ
た
ん
は
衰
退
し
た
社

会
的
権
利
が
ど
の
よ
う
に
復
活
し
た
の
か
、
市
民
的
権
利
と
の
関
係
は
ど
う
な

っ
た
の
か
、
彼
の
議
論
を
さ
ら
に
追

っ
て
み
た

い
。
こ
こ
で
、
本
論
の
問
題
設

定
に
お
い
て
関
心
を
払

っ
た

「平
等
」
が
焦
点
化
さ
れ
る
。

一
八
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
の
資
本
主
義

の
発
達
を
背
景
に
、
古
い

秩
序
に
基
づ
い
た
社
会
的
権
利
は
衰
退
し
、
新
し
い
競
争
に
基
づ
い
た
市
民
的
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権
利
が
力
を
持

っ
尢
。
こ
の
段
階
で
は
、
市
民
的
権
利
の
発
達
は
古

い
不
平
等

な
秩
序
や
身
分
を
掘
り
崩
す
も
の
だ

っ
た
。
資
本
主
義
は
も
ち
ろ
ん
不
平
等
な

も
の
で
あ
り
、
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
平
等
の
原
理
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
資

本
主
義
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
対
立
し
な
か

っ
た
。
こ
の
時
期
の
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
が
主
と
し
て
市
民
的
権
利
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
市
民
的
権
利
の
平

等
の
下
に
、
あ
ち
た
な
不
平
等
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

一
九
世
紀
後
半
に
な

っ
て
、
「社
会
的
正
義
の
原
理
と
し
て
の
平
等
に
対
す
る
関
心
と
、
権
利
を
行
使

す
ゐ
平
等
な
資
格
の
形
式
的
な
承
認
で
は
不
十
分
だ
と

い
う
事
実
に
対
す
る
認

識
と
が
」
コ
咼
ま

っ
た
」

(前
掲
書

、
五

一
頁
)。
そ
し
て
し
だ

い
に
社
会
的
権
利

が
問
題
に
な
る
が
う
そ
れ
に
は
、
平
等

へ
の
関
心
の
高
ま
り
だ
け
で
な
く
、
次

の
よ
う
な
背
景
が
あ

っ
た
。
第

一
に
、
従
来
階
級
に
よ

っ
て
不
均
等
に
分
配
さ

れ
て
い
た
貨
幣
所
得
が
増
大
し
、
階
級
問
の
経
済
的
な
距
離
を
縮
め
、
階
級
的

区
分
を
曖
昧
に
し
た
。
第
二
に
宀
累
進
性
を
強
め
た
直
接
税
の
体
系
が
、
可
処

分
所
得
を
平
準
化
し
た
。
第
三
に
、
国
内
市
場
向
け
の
大
量
生
産

-
大
量
消
費

体
制
の
成
立
は
、
そ
れ
ほ
ど
裕
福

で
な
い
人
び
と
に
も
物
質
文
明
の
享
受
を
可

.

能
に
し
、
階
級
間
で
格
差
の
あ

っ
た
文
明
の
質
を
近
づ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、

国
民
国
家
に
お
け
る

「社
会
的
統
合
は
、
.感
情
や
愛
国
心
の
領
域
に
と
ど
ま
ら

ず
、
物
質
的
な
享
受
の
領
域
に
ま

で
広
が

っ
た
」
。
「か
つ
て
は
少
数
者
が
独
占

し
て
い
た
文
明
的
で
文
化
的
な
生
活
切
構
成
要
紫
は
、
多
数
者
の
手
の
届
く
範

囲
に
ま
で
徐
々
に
拡
張
さ
れ
」
、
.不
平
等
が
減
少
し
た
。
そ
う
し
た

「不
平
等
の

減
少
は
、
少
な
く
と
も
社
会
福
祉

の
本
質
的
な
要
素
に
関
し
て
は
不
平
等
を
根

絶
す
る
べ
き
だ
、
と

い
う
要
求
を

強
め
さ
せ
た
」

(前
掲
書
、
⊥
ハ
○
頁
)。
こ
う

し
て

「平
等
」
の
要
求
は
、
社
会
的
権
利
に
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。

社
会
的
平
等

の
原
理
セ
、
市
場
と
価
格
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
資
本
主
義
の
原

理
は
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
家
の
樹
立
と
は
、
国
家
が
主
導

す
る
平
等
の
原
理
に
、
市
場
の
原
理
を
.従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
資
本
主
義
諸
国
で
も
、
所
得
制
限
と
資
産
調
査

に
基
づ
く

様

々
な
現
金
給
付
制
度
に
よ
り
所
得
の
平
準
化
が
進
め
与
れ
た
が
、.
そ
う
し
た

経
済
的
な
平
等
化
は
、
か
つ
て
救
貧
法

の
対
象
者
に
な
る
こ
と
が
ス
テ
ィ
グ
マ

・
で
あ

っ
た
よ
う
な
、
心
理
的
な
階
級
差
別
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
う
し

た
こ
と
を
起
こ
さ
ず
に
平
等
化
を
進
め
う
る
の
が
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

で
あ
る
。
貨
幣
所
得
の
平
準
化
で
は
な
く
、
社
会
韵
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
よ
り

生
活
の
最
低
限
が
保
証
さ
れ
、
人
々
の
実
質
所
得
が

一
定
以
上
の
水
準
に
な
る

と
い
う
平
等
が
目
指
さ
れ
る
。
「地
位
身
分
の
平
等
は
所
得
の
平
等
よ
り
も
重
要

で
あ
る
」

(前
掲
書
、
七
十
二
頁
)。
こ
こ
で
マ
ー
シ
ャ
ル
が
想
定
し
て
い
る
社

会
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
家
が
現
物
で
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
「買

い
取
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
な
く
て
支
給
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
こ
そ
が
、
社
会
福
祉

の
規
範
と
な

る
」
(前
掲
書
、
七
四
頁
)
。
最
低
限
を
保
証
す
る
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
す

れ
ば
、
貨
幣
所
得
の
格
差
の
持

つ
意
味
は
薄
れ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
「わ
れ
わ

れ
の
現
代
の
シ
ス
テ
ム
は
率
直
に
言

っ
て

一
つ
の
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
で
」
あ

る
と
明
言
し
て
い
る
。
国
家
が
現
物
と
し
て
支
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
貨
幣
所

得

の
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
不
平
等
の
持
つ
意
味
を
切
り
下
げ
て
い
く
よ
う

な
シ
ス
鹽テ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
「基
本
的
な
平
等
は
、
競

争
的
市
場
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
な
し
に
創
造
さ
れ
、
保
持
さ
れ
う
る
と
い

う
の
は
」
「正
し
い
の
だ
ろ
う
亦
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「こ
れ
は
明
ら
か

に
正
し
く
な
い
」
と
応
ず
る

(前
掲
書
、

=
二
頁
)
。
市
場
は
機
能
し
つ
づ
け
る
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の
だ
が
、
そ
の
意
義
は
薄
れ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
貨
幣
所
得
は

「あ
ら
ゆ
る
機

,

能
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
勲
位
や
勲
章
の
よ
う
に
、
努

力
を

駆
り
た
て
る
拍
車
や
成
功
の
し
る
し
と
し
て
機
能
し

つ
づ
け
る
だ
ろ
う
」
と
ま

で
予
言
し
て
み
せ
る
。
社
会
的
権
利

が
拡
充
し
て
い
っ
た
二
〇
世
紀
に
お
い
て

は
、
「シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
と
資
本
主
義
的
な
階
級
シ
ス
テ
ム
と
は
交
戦
状
態
」

に
あ
り
、
「前
者
が
後
者
に
対
し
て
変
化
を
押
し
つ
け
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
」
。

よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
「社
会
的
権
利

の
現
代
的
な
形
態
は
、
地
位
身
分
に
よ

る
契
約
の
侵
害
、
社
会
的
正
義
に
対
す
る
市
場
価
格
の
従
属
、
そ
し
て
自
由
な

交
渉
を
権
利
の
宣
言
に
置
き
換
え

る
こ
と
な
ど
を
、
意
味
合
い
と
し
て
含
ん
で

い
る
」
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
社
会

的
権
利
の
原
理
は
、
「今
日
の
市
場
の
活
動

と
な
極
め
て
縁
遠
い
も
の
」
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「す
で
に
契
約
シ
ス
テ
ム

そ
の
も

の
の
中
に
定
着
し
て
い
る
」

(前
掲
書
、
八
六

-
八
七
頁
)
。

一
八
世
紀

か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
は
、
古

い
秩
序
に
結
び

つ
い
た
社
会
的
権
利
を
、
新

し
い
競
争
に
基
づ
く
市
民
的
権
利
が
抑
圧
し
た
ゆ

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に

か
け
て
は
、
社
会
的
権
利
が
市
民
的
権
利
を
抑
圧
し
は
じ
め
る
。
そ
の
端
豹
な

例
が
社
会

王
義
国
家

の
成
立
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
は
わ
き
あ
が
る
社
会
的
権

利

へ
の
要
求
を
無
視
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
か

っ
た
が
、
市
場
シ
ス
テ
ム
を
廃

棄
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
う
よ
う
に
、
「契
約
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
な
か
に
」
社
会

的
権
利
を
織
り
込
も
う
ど
し
た
。、
そ
れ
を

支
え
る
の
が
、
国
家
に
よ
る
社
会
的

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
福
祉
国
家
政
策
で

あ

っ
た
。

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
第

一
節

で
設
定
し
た
三

つ
の
政
策
類
型

の
ひ
と

つ

で
あ
る
福
祉
国
家
政
策
に
た
ど
り
着
く
。
マ
ー
シ
ャ
ル
に
と

っ
て
の

「現
在
」

で
あ

っ
た
福
祉
国
家
政
策
に
続
い
て
、
新
自
由
主
義
政
策
、
「第
三
の
道
」
政
策

が
あ
れ
わ
れ
る
。
本
節
で
確
認
じ
た

マ
ー
シ
ャ
ル
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
を

も
と
に
し
な
が
ら
、
次
節
で
は
、
・
マ
ー
シ
ャ
ル
以
降
の
社
会
政
策
に
お
け
る
シ

テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

三

社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
の
解
体
?

・
以
上
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
論
を
、
社
会
的
権
利
と
市
民
的

権
利
の
関
係
に
注
目
し
て
整
理
し
て
き
た
が
、
本
節

で
は
こ
れ
を
、
第

一
節
で

設
定
し
た
社
会
政
策
の
三

つ
の
類
型
と
結
び
つ
け
、
各
政
策
に
お
け
る
平
等
性

の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。
と
く
に
、
各
政
策
に
お
け
る
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
。
社
会
政
策

の
平
等
性
と

い
う
と
き
、
何
の

平
等
か
、
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
の
も
と
、
人
身

の
自
由
、
契

約
の
自
由
と
い
っ
た
市
民
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
・い
ず
れ

の
政
策
に
お
い

て
も
基
本
的
に
は
守
牡
れ
て
い
る
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
拡
大
も
し
て

い
る
。
政
治
的
シ
テ
イ
ズ

ン
シ
ッ
プ
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
社
会
的
シ
テ

ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
各
政
策
に
お
い
て
扱
い
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
A

各
政
策
の
平
等
性
の
差
異
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
に
焦
点
を
あ
て
た
い
。

福
祉
国
家
政
策
に
お
い
て
は
、
市
民
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ
の
平
等

の
下
新

た
な
資
本
主
義
的
な
不
平
等
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
社
会
的
シ
テ

イ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
的
権
利
と
市
民

的
権
利
の
対
立
を
調
停
す
る
よ
う
な
、
社
会
的
権
利
を
織
り
込
ん
だ
契
約
を
普
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及
さ
せ
た
。
国
家
、
企
業
、
労
働

組
合

の
協
調
に
よ
り
、

一
定
以
上
の
水
準
の

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
が
普
遍
的
に
提
供
さ
れ
る
。
社
会
政
策
の
重
点
は
国
家
の
給

馳

付
す
る
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
に
あ
り

宀
こ
れ
に
よ
り
実
質
所
得
が
平
準
化
さ
れ
て

い
っ
た
。

新
自
由
主
義
政
策
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
社
会
的
権
利
に
よ
る
市
民
的
権
利

の
抑
圧
と
考
え
る
。
国
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
よ
る
実
質
所
得
の
平
準

化
、
す
な
わ
ち

「結
果
の
平
等
」
を
、
新
自
由
主
義
者
は
攻
撃
し
た
。
社
会
的

サ
ー
ビ

ス
は
市
場
に
、
そ
こ
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
る
も
の
は
家
族
に
、
委
ね
ら
れ

る
。
「第
三
の
道
」
政
策

の
課
題
は
、
こ
う
し
て
改
め
て
対
立
的
に
な

っ
た
社
会

的
権
利
と
市
民
的
権
利

の
関
係
を
、
再
び
調
停
す
る
こ
と
で
あ
る
と

い
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
、
福
祉
国
家
政
策
の
よ
う
に
、
完
全
雇
用
を
前
提
と
し

て
国
家
と
企
業
、
労
働
組
合
が
協

調
し
、
国
家
が
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

、

る
こ
と
で
実
現
す
る
こ
と
は
す
で
に
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。
租
税
国
家
は
危

機

に
瀕
し
、
企
業
は
安

い
労
働
力
を
求
め
低
賃
金
の
地
域
に
生
産
拠
点
を
移
し

て
、
完
全
雇
用
は
困
難
に
な
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
新
自
由
主
義
政
策
で
対
応

.

す
る
と

い
う

こ
と
は
、
不
平
等
を
是
認
す
る
こ
と
に
な
る
と
、「第
三
の
道
」
政

策
は
考
え
る
。
国
家
が
提
供
し
て
き
た
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
で
ま
か
な
う

と
す
れ
ば
、
購
買
力
の
差
に
よ

っ
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
大
き
な
格
差

が
生
ま
れ
る
し
、
家
族
に
ま
か
せ
れ
ば
資
産
を
は
じ
め
と
し
た
条
件
に
よ
っ
て

.
こ
れ
も
ま
た
差
が
広
が
る
だ
ろ
う
。
福
祉
国
家
政
策
と
は
異
な
る
条
件
の
下
で
、

社
会
的
権
利
と
市
民
的
権
利
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
、
「第
三
の
道
」
政
策
に
は

求
め
ち
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、

三
つ
の
政
策
類
型
に
お
け
惹
社
会
的
ザ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
は
誰
か
を
再
確
認
し
、

各
々
に
お
い
て
社
会
的
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
基
盤
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考

え
た
い
。
・

福
祉
国
家
政
策
に
お

い
て
は
、
国
家
が
主
た
る
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者

と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
社
会
的
権
利
が
保
証
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
新
自

由
主
義
政
策
に
お

い
て
は
、、
市
場
、
さ
ら
に
は
家
族
が
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
さ
れ
、
市
民
的
権
利
が
重
視
さ
れ
た
。
「第
三
の
道
」
政
策
に
お
い
て
は
、

国
家
、
市
場
に
加
え
て
、
市
民
社
会
の
諸
組
織
が
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。
国
家
、
地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
の
諸

組
織
と
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の
多
元
化
が
構
想
さ
れ
る
。

こ
れ
を
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
観
点
か
ら
み
て
み
よ
う
。
福
祉
国
家

政
策
に
お
い
て
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
基
盤
は
、
福
祉
国
家
た
る
国

民
国
家
で
あ

っ
た
。
国
民
と

い
う
地
位
身
分
に
よ

っ
て
、
国
家
が
提
供
す
る
社

会
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
自
由
主
義
政
策
に
お
い
て
は
、

家
族
や
親
族
が
社
会
的
サ
ー
ビ
、ス
の
担
い
手
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば

-

「家
族
」

が

「社
会
的
」
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
事
態
が
あ
り
う
る
と
す
る
な
ら

ば

-
、
家
族
や
親
族
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
地
位
身
分
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

基
盤
で
あ
る
、
.と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「第
三
の
道
」
政
策
に
お
い
て
、
社
会
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
多
元
化
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
基
盤
と
な
る
地
位
身
分
も
、
国
民
と
し
て
の
地
位
身
分
、
地
方
自
治
体
の
住

民
と
し
て
の
地
位
身
分
、
相
互
扶
助
団
体
の

一
員
と
し
て
の
地
位
身
分
と
、
多

元
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
は
、
近
年
盛
ん
に
な

っ
て
い
る

「福
祉
多
元
主
義
」
な
い
し
.
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丶

/

は

「福
祉
の
混
合
経
済
」

の
議
論

と
重
な
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
福
祉
な
ど

の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
国
家
が
独
占
す
る
も
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ

ス
は
公
的
、
民
間
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
i
、
相
互
扶
助
、
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
ど
多

様
な
セ
ク
タ
ー
に
よ
り
供
給
さ
れ

る
。
そ
の
財
源
も
、
公
的
、
民
間
企
業
、
消

費
者

の
費
用
負
担
、
会
費

・
保
険
料
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ

の
関
数
と
し
て
、
「公
的
財
源
に
よ
り
公
的
に
供
給
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」
以
外
の

様
々
な
サ
、
ビ
ス
が
存
在
し
う
る
し
、
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
「福
祉
国
家
か
ら

福
祉
社
会

へ
」
と

い
つ
た
標
語
も
生

じ
る

(Qり
且
警
奠

二
〇
〇

一
)。
こ
う
し

売
議
論
で
は
、
民
間
企
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
い
う
契
約
、
す
な
わ
ち

市
民
的
権
利
の
行
使
も
、
社
会
的

権
利
の
行
使
と
並
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ぎ
ゃ
く
に
言
え
ば
、
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
、
様
々
な
組
織
と
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

「第
三
の
道
」
政
策
は
こ
の
よ
う

に
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
に
基
づ
く
も

.の
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
と
、
そ
れ
は
本
質
的
に
新
自
由

主
義
政
策
と
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
は
、
と

い
弘
批
判
が
生
ず
る
。
契
約
の

論
理
、
す
な
わ
ち
市
民
的
権
利
が
、
普
遍
的
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権

利
、
す
な
わ
ち
社
会
的
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
批
判
で
あ
る
。

そ
の

一
つ
が
、
右
記
の
よ
う
な
状
況
を
、
福
祉
の
多
元
化
と
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
福
祉

の
準
市
場
化
と
捉
え
、
そ
れ
を
批
判
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
以

下
、
そ
う
し
た
見
解
を
簡
単
に
見
て
お
き
た

い
。

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
て
国
営

で
行
お
う
と
す
る
の
が
原
理
主
義
的
な
社

会
主
義
だ
と
す
る
と
、
ぎ

ゃ
く
に
、

サ
ー
ビ
ス
す
べ
て
を
市
場
お
よ
び
家
族
な

ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル

・
セ
ク
タ
ー
で
ま
か
な
お
う
と
す
る
の
が
原
理
主
義
的

な
新
自
由
主
義
政
策
だ
と
言
え
よ
う
。

一
九
八
○
年
代
に
実
際
に
多
く
の
国
に

広
が

っ
た
の
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
市
場
競
争
の
形
態
を
導
入
し
、
あ
る
程
度

計
画
化
さ
れ
た
市
場
と
公
共
セ
ク
タ
ー
を
競
争
さ
せ
よ
う
と

い
う
構
想
だ

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
費
用
対
効
果
を
改
善
し
、
消
費
者
の

選
択
の
幅
を
広
げ
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
増
大
さ
せ
る
、
と
信
じ
ら
れ
た
。

と
く
に
、
強

い
普
遍
性
を
持

っ
た
福
祉
国
家
政
策
を
と

っ
て
き
た
国
に
と

っ
て

は
、
国
家
や
民
間
企
業
以
外
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
組
織
が
競
争
に
参
加
し
、
準

市
場
を
形
成
す
る
よ
う
な
政
策
は
新
し
い
解
決
策
と
み
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
八

○
年
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
福
祉
の
準
市
場
化
は
、
保
守
党
政
権
が
大
規

模
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化

へ
の
反
対
を
避
け
う
る
方
法
と
さ
れ
た
。
完

全
な
市
場
化
と
区
別
し
、
.準
市
場
化
と
呼
ぶ
の
は
、
国
家
が
ま
だ
財
政
的
に
責

任
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
「準
」
市
場
と
は

い
え
、
す
な
わ
ち
国
家
が
多
か
れ
少
な
か
れ
財
政
的
な
補
助
を
す
る
と
は
い
え
、

国
家
が
直
接
的
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
は

消
費
者
と
七
て
、
自
ら
の
資
源
や
能
力
に
基
づ
き
サ
ー
ビ

ス
を
購
入
す
る
こ
と

に
な
る
。
当
然
、・
す
べ
て
の
消
費
者
が
同
じ
資
源
や
能
力
を
持

っ
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
か
ら
、
不
平
等
が
広
が
る
可
能
性
は
高

い
。
そ
う
し
た
懸
念
に
対
し

て
、
国
家
ハ
市
場
に
加
え
て
市
民
社
会

の
役
割
を
強
調
す
る
よ
う
な
政
策
は
、

相
互
扶
助
な
ど
を
行
う
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

享
受
す
る
よ
う
な
市
民
社
会
像
を
提
示
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
う

な
る
と
今
度
は
、
そ
う
し
た
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題

が
生
ず
る
。
市
場
に
参
加
す
る
の
と
同
様
、
市
民
社
会
の
諸
ア
ソ
シ
ー
シ
ョ
ン

の
創
設
や
、
そ
れ
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
、
諸
個
人
は
同
等
の
資
源
や
能
力
を
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持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の

で
あ
り
(
や
は
り
不
平
等
が
問
題
と
な

る

(勾
一く
p
⇒

一
㊤
Φ
刈
)
。

こ
の
よ
う
に
、
擬
似
的
で
は
あ

れ
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
化
が
採
用
さ
れ

れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
に
不
平
等

が
広
が
る
危
険
性
は
否
定
で
き
な

い
し
、
そ

れ
に
対
抗
す
べ
く
市
民
が
自
衛
的

な
互
助
活
動
を
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
活
動

組
織
が
排
他
的
に
な

っ
た
り
、
.組
織
間
の
格
差
が
生
じ
た
り
す
る
可
能
性
も
十

分
あ
り
う
る
。
国
家
が
提
供
し
て

い
た
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
が
、
何
ら
か
の
形
で

市
場
化
さ
れ
れ
ば
、
社
会
的
権
利
は
市
民
的
権
利

-
契
約
の
原
理
に
置
き
換
え

ら
れ
る
。
「第
三
の
道
」
政
策
の
よ
う
な
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
市
民
社

会

の
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
担
う
と
い
う
構
想
も
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
の
基
盤
を
多
様
化
さ
せ
る
が

ゆ
え
に
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
を
不
安
定
な

も
の
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た

「第
三
の
道
」
政
策

の
難
点
は
、
克
服
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
q

最
終
節
で
は
、
冒
頭
に
設
定
し
た
二
つ
の
問
に
本
論
な
り
の
解
答
を
与
え
、
今

後
の
社
会
政
策
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
財
の
再

分
配
の
面
か
ら
課
題
提
起
を
し
た

い
。

四

ベ

ー

シ

ッ

ク

・
イ

ン
.カ

ム

と

シ

テ

ィ

ズ

ン

シ

ッ
プ

福
祉
国
家
政
策
は
、
資
本
主
義

の
不
平
等
性
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
政
策
で

あ

っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
議
論
を
再
び
想
起
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的

な
契
約
シ
ス
テ
ム
と
い
う
市
民
的
権
利
の
体
系
の
中
に
社
会
的
権
利
を
織
り
込

む
こ
と
で
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ

の
市
民
的
要
素
と
社
会
的
要
素
、
競
争
的
な

側
面
と
計
画
的
な
側
面
を
協
調
さ
せ
よ
ケ
と
す
る
試
み
で
あ

っ
た
。
福
祉
国
家

政
策
は
、
社
会
王
義
国
家
の
よ
う
に
、
市
場
を
国
家
に
完
全
に
従
属
さ
せ
る
こ

と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
国
家
が
企
業
や
労
働
組
合
と
協
調
し
な
が
ら
社
会
的

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
ょ
り
最
低
限
の
生
活
を
国
民
全
体
に
保
証
し
、

実
質
所
得
を
平
準
化
さ
せ
、
貨
幣
所
得

の
持

つ
意
味

-
資
本
主
義

の
不
平
等

性

-
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
財
の
再
分
配
と
い
う
視
点

か
ら
み
る
と
、
福
祉
国
家
は
国
営
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
成
員
全
体
に
保
証
す

る
と
い
う
か
た
ち
で
、
再
分
配
を
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

新
自
由
主
義
政
策
は
、
そ
れ
に
対
し
て
、
資
本
主
義
の
原
理
を
重
視
し
た
。

国
営
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
と
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
化
が
目
指
さ
れ
、
貨
幣

所
得
の
持

つ
意
味

-
資
本
主
義
の
不
平
等
性

-
は
再
び
高
ま

っ
た
。
「結
果
の
平

等
」
を
批
判
す
る
新
自
由
主
義
政
策
は
、
財
の
再
分
配
機
能
を
弱
体
化
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。

「第
三
の
道
」
政
策
は
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の
多
元
化
を
提
案
す

る
。
国
家
や
市
場
だ
け
で
な
く
、
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
よ
う
な
市

民
社
会

の
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
が
構
想
さ

れ
る
。
し
か
し
、
財
の
再
分
配
に
関
す
る
考
え
方
は
、
福
祉
国
家
政
策
や
新
自

由
主
義
政
策
に
比
べ
て
い
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
。
そ
の
た
め
前
節
で
見
た
よ
う

な
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
準
市
場
化
や
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
は
結
局
不
平
等

の
問
題
を
積
み
残
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
批
判
が
生
ず
る
。
市
場
は
も
ち
ろ

ん
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
に
し
て
も
、
参
加
す
る
に
は
能
力
や
資
源
が

必
要
で
あ
り
、
能
力
や
資
源
は
個
人
に
よ

っ
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

「第
三
の
道
」
政
策
は
、
諸
個
人
の
能
力
を
伸
ば
す
様
々
な
教
育
の
必
要
性
を
強
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、

調
し
て
い
る
。
不
平
等

の
問
題
を
、
単
な
る
所
得
や
資
産
の
問
題
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
能
力
や
資
源
の
問
題

に
ま
で
広
げ
よ
う
と
い
う
新
た
な
視
点
が
、

そ
こ
に
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
し
か
し
、
財

の
再
分
配
の
問
題
が
な
く
な

っ
た

わ
け
で
な
女
い
し
、
・そ
の
重
要
性
が
減
じ
た
わ
け
で
も
な
い
。

こ
の
問
題
に
対
す
る

「第
三
の
道
」
政
策
の
あ
り
う
る

一
つ
の
応
答
は
、
福

祉
多
元
主
義

の
立
場
が
主
張
す
る

よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
と
も
に
、

、
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
も
多
様
化
す
る
、
と

い
う
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
な
る

と
、
公
的
財
源
が
縮
小
す
る
た
め
社
会
全
体
の
財
の
再
分
配
機
能
は
福
祉
国
家

政
策
よ
り
も
弱
ま
る
か
も
し
れ
な

い
。
前
節
で
指
摘
し
た
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
.

を

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
す
る
と
小
集
団
間
の
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
、
と
い

う
問
題
は
、
端
的
に
は
集
団
ご
と
の
財
源
の
格
差
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

も
し
平
等
性
と
い
う
規
範
を
重
視
す

る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
こ
と
は

「第
三
の

道
」
政
策
の
難
点
と
し
て
指
摘
し
う

る
。
本
論
の
最
後
に
v
こ
か
し
た
課
題
に

対
処
し
よ
う
と
す
る
社
会
政
策
の
構
想
を
、
財
の
再
分
配
の
問
題
に
絞

っ
て
検

.
討
し
た
い
。

福
祉
多
元
王
義

の
主
張
す
る
よ
う

に
、
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者
の
み
な

ら
ず
財
源
も
多
様
化
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
与
不
平
等
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
格

差
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ん
ら
か
の
財
の
再
分
配
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
し
か
し
、
福
祉
国
家
政
策
が
と

っ
た
よ
う
な
、
公
的
な
財
源
に
よ

る
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
拡
充
で
実
質
所
得
を
平
準
化
す
る
と

い
う
方
策
は
、
租
税

国
家
を
め
ぐ
る
環
境
を
考
え
れ
ば
、

い
ま
や
現
実
的
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
国

家
の
財
政
規
模
の
縮
小
と
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
多
様
化
と

い
う
事
態
と
、

平
等
性
と
い
う
規
範
の
追
求

-
と
り
わ
け
財
の
再
分
配
機
能
の
低
下
防
止
、
な

い
し
は
強
化

-
を
、
両
立
さ
せ
る
政
策
案
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し

て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
と
呼
ば
れ
る
政
策
で
あ
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
類
す
る
政
策
は
、
様

々
な
立
場
か
ら
提
起
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
新
自
由
主
義
的
な
観
点
か
ら
は
、
従
来
か
ら

「負
の
所
得
税
」

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

一
定
額
以
下
の
所
得
に
対
し
て
は
税
を
課
す
か
わ
り
に

給
付
、
す
な
わ
ち
負
の
所
得
税
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
り
最
低
限
の
所
得
を
保
証

し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
政
府
に
よ
る
様

々
な
給
付
や
社
会
保
障
な
ど
は

負

の
所
得
税
に

一
本
化
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
小
さ
な
政
府
が
実
現
さ
れ
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

冫
カ
ム
政
策
は
、
い

か
な
る
資
力
調
査
も
行
わ
ず
、
個

々
人
に

一
律
に

=
疋
額
の
給
付
を
行
お
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
負
の
所
得
税
と
違

っ
て
資
力
調
査
を
行
わ
な
い
が
ゆ
え
に
、

給
付
に
伴
う
ス
テ
ィ
グ
マ
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
世
帯
別
で
は
な
く
個
人
ご
と
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
も
強
調
さ

れ
る

(<
9
⇒
℃
9愚
の
・
一ΦO
N
)。
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
関
し
て
鳳
、
額
は

ど
の
程
度
に
す
る
の
か
、
労
働
や
社
会
的
活
動
、
教
育
な
ど

へ
の
参
加
を
条
件

と
す
る
の
か
等
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
の
財
政

規
模
の
縮
小
を
前
提
条
件
と
し
な
が
ら
も
、
政
府
の
機
能
を
徴
税

-
再
分
配
の
.

機
能
に
特
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
効
率
化
し
、
給
付
の
レ
ベ
ル
を
保
と
う

(な

い
し
は
上
げ
よ
う
)
と
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
政
策
案
ば
、
「第
三
の
道
」
政
策
の
難
点
を
補
強
し
う
る
。
社
会
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
財
源
も
多
元
化
さ
れ
れ
ば
、
福
祉
国

家
政
策
の
平
等
性
の
水
準
が
掘
り
崩
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
が
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
多
元
化
を
前
提
と
し

つ
つ
、
平
等
と
い
う
規
範
を
求
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丶

め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
市
場
や
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
る
だ
げ

の
資
源
を
個

々
人
に
保
証
す
る
政
策
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
国
家
財
政
の

規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
億
現
実
的

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
国
家
の
機
能
を
再
分

配
に
絞
り
込
み
効
率
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
べ
亅
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
給
付

す
れ
ば
、
各
人
が

一
定
以
上
の
資
源
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。
サ
ー
ビ

ス
の
提

供
者
は
多
元
化
し
て
も
、
財
の
再
分
配
機
能
は
確
保
さ
れ
る
。

こ
れ
を
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「第
三
の
道
」
政
策
で
は
、
諸
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の
多
元
化
が
主
張
さ
れ
た
。

そ
う
な
る
と
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
基
盤
も
多
元
化
し
、
国
民
国
家

を
基
盤
と
し
た
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
は
解
体
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
基
盤
た
る
共
同
社
会
の
枠
が
、
厨
民
国
家
か
ら
、

福
祉
を
提
供
す
る
諸
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
へ
と
個
別
化
す
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ

え
、
「第
三
の
道
」
政
策
に
お
け
る
平
等
性
は
、
国
民
国
家
の
枠
内
に
と
ど
ま
る

と
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
福
祉
国
家
政
策
の
も
つ
平
等

の
普
遍
性
に
す
ら
及

ば
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
σ
そ
こ
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
多
元
的
で
あ

り
な
が
ら
、
財
源
は
公
的
で
あ
る
、
と

い
う
政
策
が
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ー
シ

ッ

ク

・
イ
ン
カ
ム
の
よ
う
に
公
的
な
財
源
に
よ
り
個
々
人
に
給
付
が
行
わ
れ
れ
ば
、

個
々
人
が
平
等
な
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
権
利
は
保
持
さ
れ
う
る
。
国
家

に
よ
る
再
分
配
を
効
率
よ
く
行
え
ば
、
少
な
く
と
も
福
祉
国
家
政
策
の
平
等

の

普
遍
性
の
水
準
は
低
下
せ
ず
、
国
民
国
家
を
基
盤
と
し
た
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン

シ
ッ
プ
は
保
持
さ
れ
う
る
。

そ
こ
で
、
本
論
の
最
初
に
設
定
し
た
二
つ
の
問
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う

な
結
論
が
下
さ
れ
る
。

・

第

一
の
問
は
、
「第
三
の
道
」
政
策
は
、
福
祉
国
家
政
策
に
比
べ
不
平
等
な
の

で
は
な
い
か
、
と
く
に
福
祉
国
家
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
解
体
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
福
祉
国
家
政

策
が
提
供
者

・
財
源
と
も
公
的
な
も
の
と
し
た
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
、
提
供
者

も
財
源
も
多
元
化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
「第
三
の
道
」
政
策
は
、
福
祉
国
家
政

策
よ
り
も

「普
遍
的
平
等
」
に
お
い
て
劣
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考

尺
ら
れ
る
。

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
多
元
化
し
て
も
、
そ

の
財
源
に
お
け
る
再
分

配
性
が
高
く
、
」=
疋
水
準
以
上
の
給
付
が
個
々
人
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「第
三
の

道
」
政
策
は
平
等
性
を
担
保
し
う
る
。

第
二
の
問
は
、
「第
三
の
道
」
政
策
は
、
他
の
二
つ
の
政
策
の
持

つ
不
平
等
性
、

と
く
に
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
の
不
十
分
性
を
克
服
で
き
る
の
か
、
と

い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
す
で
に
、
「第
三
の
道
」
政
策
で
は
、
福

祉
国
家
政
策
が
排
除
し
て
き
た
と
さ
れ
る
勤
労
す
る
成
人
男
性
以
外
の
人
々
を

包
摂
し
や
す

い
と

い
う
積
極
面
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、

そ
う
な
る
と
居
住
地
や
所
属
す
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
サ
ー
ビ
ス
の

「水
準
に
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
、
ま
た
、
主
に
女
性
が
担

っ
て
き
た
無
償
労
働

を
無
償
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
、
と
い
っ
た
懸
念
も
あ

っ
た
。

ベ
ー
シ
ッ
ク

・.イ
ン
カ
ム
政
策
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た

「第
三
の
道
」

政
策
の
積
極
面
を
補
強
し
、」
問
題
点
を
克
服
し
う
る
。
す

べ
て
の
個
々
人
に

-

通
常
の
正
規
雇
用
に
就
い
て
い
な
い
人
々
に
も

ー
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
が

給
付
さ
れ
れ
ば
、
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
給

し
た
り
す
る
た
め
の
最
低
限
の
資
金
が
、
再
分
配
を
行
う
政
治
的
共
同
体
の
範

囲
の
中
で
は
、
普
遍
的
に
保
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
雇
用
関
係
に
な

い
た
め
賃
金
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の
支
払
わ
れ
な
い
よ
う
な
労
働
に
従
事
し
て
い
る
女
性
に
も
、
社
会
的
な
保
障

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
例
え
ば
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
で
組
織
化
さ

れ
、
あ
る
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
そ
れ
が
女

性

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
労
働
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
無
償
労
働

の
組
織
化
で
あ
り
、
女
性
の
経
済
的
弱
者
と
し
て
の
立
場
に
変
わ
り
は
な

い
。

個
々
人
に
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
生
産
労
働
に
の
み
賃

金
が
支
払
わ
れ
、
再
生
産
労
働

-
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど

-
の
多
く
が
無
償

で
あ
る
と

い
う
事
態
、
そ
し
て
賃
労
働
に
就
く
成
人
男
性
が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
を
持

つ
人
間
の
雛
型
と
な
り
、
就

労
し
な
い
人
々
は
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る

と
い
う
事
態
が
変
化
す
る
。
ま
た
、
納
税
と
給
付

(ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム

の
形
で
あ
れ
、
「負

の
所
得
税
」
の
形
で
あ
れ
)
の
義
務
と
権
利
が
居
住
民
す
べ

て
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
従
来
の

「国
民
」
の
資
格
を
持

っ
て
い
な

い
人
々
に
も
、

市
民
社
会
に
お
い
て
社
会
的
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
の
資
金
が
提
供
さ
れ
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
「第
三
の
道
」
政
策
は
福

祉
国
家
政
策
よ
り
も
普
遍
的
な
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
提
供
し
う
る
可

能
性
を
持

つ
。

「第
三
の
道
」
政
策
に
お
い
て
は
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
多
元
化

す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
普
遍
的
な
平
等
性
と
い
う
規
範
を
追
求
し
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
そ
の
財
源
を
分
離
さ
せ
、
提
供
者

は
多
元
化
し
て
も
財
源
は
公
的
な
再
分
配
で
支
え
る
、
と
い
う
政
策
を
と
る
こ

と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
際
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
基
盤
と
な
る
共

同
社
会
は
多
重
化
さ
れ
る
。
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
多
元
化
す
る
場
合
、

人
は
、
国
民
と
し
て
の
地
位
身
分
、
地
方
自
治
体
の
住
民
と
し
て
の
地
位
身
分
、

ノ

あ
る
ア
.ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
成
員
と
し
て
の
地
位
身
分
と

い
っ
た
複
数
の
地
位

身
分
に
基
づ
き
、
複
数
の
主
体
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

中
で
、
国
家
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と

い
う
役
割
だ
け
で
な
く
、
財

の
再
分
配

と

い
う
独
特
の
機
能
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

の
多
元
化
に
よ

り
、
,「第
三
の
道
」
政
策
に
お
い
て
は
、
福
祉
国
家
政
策
に
お
け
る
よ
り
も
国
家

の
比
重
は
低
下
す
る
が
、
国
家

の
再
配
分
機
能
は
、
現
在
の
国
家
を
超
え
た
再

分
配
の
枠
組
み
が
登
場
す
る
ま
で
は
続
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
と
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
を
め
ぐ

っ
て
、

今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
政
策
に
よ
り
国
民
国
家

の
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
を

保
持
す
る
と
い
う
案
は
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
考
え
た
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

の
範
疇
を
踏
み
越
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
福
祉
国
家
政
策
は
資
本

主
義
に
お
け
る
市
場
の
役
割
を
否
定
せ
ず
、
貨
幣
所
得
の
格
差
は
認
め
た
。
所

得
の
格
差
は
あ

っ
て
も
、

一
定
水
準
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
が
皆
に
提
供
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
平
等
が
実
現
す
る
。
こ
う
し
て
、
資
本
主
義
の
原
理
と
シ
テ
ィ

ズ

ン
シ
ッ
プ
と

い
う
平
等
の
原
理
が
両
立
す
る
、
と
い
う

の
だ
。
し
か
し
、
社

会
的
サ
ー
ビ
ス
を
手
に
入
れ
る
た
め
と
い
う
名
目
で
あ
れ
、
国
家
が
人
々
に
べ

ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
現
金

で
給
付
す
る
と
な
る
と
、
国
家
が
市
場

(貨
幣

所
得
)
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム

を
現
金
給
付
と
せ
ず
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
と
引
き
換
え
る
バ
ウ
チ
ャ
ー

と
し
て
給
付
す
る
と
い
う
案
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
個
人

の
自
由
を

よ
り
重
視
す
る
立
場
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
論
は
、
現
金
で
の
給
付
を
主

張
す
る
だ
ろ
う
。
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
教
育
に
の
み
使
え
る
よ
う
な
バ
ウ
チ
ャ
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●

'

1
に
よ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
う
社
会
的
シ
テ
ィ

ズ

ン
シ
ッ
プ
の
保
証
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
何
で
も
購
買
で
き
る
現
金

の
給
付
Z
い
う
べ
ー
シ
ツ
ク

・
不

ン
カ
ム
を
得
る
権
利
は
、
社
会
匐
サ
ー
ビ
メ

と
教
育
を
内
実
と
す
る
よ
う
な
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ツ
シ
ッ
プ
と
い
う
範
疇
に
収

ま
ら
な
く
な
る
。

ま
た
、

マ
ー
シ
ャ
ル
に
従
え
ば

、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ヅ
プ
と
は
権
利
と
義
務
に

お
い
て
平
等
な
地
位
身
分
で
あ
る
。
権
利
に
は
義
務
が
伴
う
。
福
祉
国
家
に
お

け
る
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

の
義
務

と
し
て

マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
げ
た
の
は
、
納

税

.
保
険
料
拠
出
、
教
育

・
軍
役

、
そ
し
て
労
働
の
義
務
で
あ

っ
た
。
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
に
応
じ
た
社
会
韵
権
利
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
.ン
カ
ム
が
給
付

さ
れ
る
と
し
た
ら
逃
そ
れ
に
対
す

る
義
務
と
は
な
に
か
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、

ベ
コ

ン
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
受
給
す
る
条
件
と
し
て
職
業
教
育
を
受
け
る
こ
と

や
社
会
的
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
あ
げ
る
論
者
も
多

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

こ
之
で
も
、
」
べ
ー
シ
ツ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
自
由
を
拡
大
す
る
た
め
の
政
策
で
あ

る

の
で
無
条
件

で
給
付
さ
れ
る

べ
き
だ
と

い
う
主
張
が
出
て
く
る

(<
畧

勺
爰
蕃

一
8
㎝
)。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
教
育

シ
ス
テ
ム
を
そ
の
制
度
的
内
実
と

し
、
諸
権
利
に
対
し
て
納
税
だ
け
で
な
く
教

育
や
労
働
の
義
務
を
設
定
し
た
。
ベ
ー
シ
ツ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
、
社
会
的
サ
ー

ビ
ス
や
教
育
に
限
定
し
た
バ
ウ
チ

ャ
ー
の
給
付
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
使
途

を
限
定
し
な

い
現
金
給
付
と
す
乃

の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
教
育
を
受
け
た
り

社
会
的
括
動
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
を
給
付
の
条
件
と
す
る
の
か
、
無
条
件

に
給
付
す
る
の
か
。
こ
う
し
た
問

は
、
従
来

の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
を
継

承
す
る
の
か
、
組
み
か
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
平
等
の
概
念
を
導
入
す
る

662

の
か
、
と
い
つ
た
問
題
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
検
討
が
、
今
後
の
社

会
政
策
と
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
を
ぬ
ぐ
る
議
論
の
課
題
と
な
ろ
う
。
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The Change of Social Policy and the Future of Citizenship

                       KAMEYAMA Toshiro 

     This paper examines equality in social policies by introducing T.H. Marshall's concept of social 
  citizenship. 

     I divide social policies into three types. The first is welfare state policy. This gives priority to the 
  social services which are provided by state. The second is neo-liberal policy. This gives priority to 

  market. Services should be purchased in market. The third is `the third way' policy. This gives priority 
  to civil society. The associations of civil society are expected to provide social services . 

     In welfare state policy, social citizenship is established by expansion of social services which state 

  provides. Neo-liberal policy criticizes social citizenship because it obstructs the function of market and 

  equal opportunity. In `the third way' policy, social citizenship may get unstable, because various 
  organizations (state, companies, non-profit organizations, etc.) provide social services , and the services 
  people get will differ. Therefore, the equality in `the third way' policy may be less than welfare state 

  policy. To keep the level of equality, `the third way' policy should adopt basic income policy. Even if the 

  providers of welfare become plural, people could get the standard level of welfare by basic income, and 

  social citizenship of nation-state will be kept. State will have not only the role of service provider , but 
  also the unique role of re-distribution still in the future.
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   the third way' 

  citizenship 

  basic income
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